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要旨：東京湾北部海岸地帯のマツ林は，現在，健全なマツ林を形成しているように見えるが，この地帯のマツ樹

あるいはマツ林の分布，所有形態，マツ枯れ被害等の全体像を把握できる情報はほとんどない。そこで，当会で

は会員の中から調査員を募集し，実態を把握する調査を行った。その結果，マツ樹，マツ林はこの地域に広く分

布し，マツを所有する施設は多岐にわたること，調査 472 カ所の 10％程度でマツの枯死木が見つかり，これが広

く点在していること，また，稲毛の浜，検見川浜、幕張の浜の周辺には激害林分が見られること，そこから得ら

れたサンプルのすべてからマツノザイセンチュウが確認されたことにより，上記マツ林が危険な状態にあること

を明らかにした。東京オリンピック・パラリンピックを控えて，マツ材線虫病被害を少しでもなくすため，情報

共有を目的とした横断的な組織作りが必要であることを提唱した。 
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Ⅰ はじめに 

千葉市の稲毛の浜・幕張の浜等の東京湾北部海岸地帯

のマツ林は，現在，健全なマツ林を形成しているように

見えるが，市原市以南から銚子市に至る海岸のマツ林は，

マツノザイセンチュウ（以下センチュウという）による

マツ枯れ被害（以下松くい虫被害という）が多く，近い

将来，上記マツ林もその危険性が大きい。しかし，この

地帯のマツ樹あるいはマツ林の分布，所有形態，松くい

虫被害等の全体像を把握できる情報はほとんどない。そ

こで，当会では，会員の中から調査員を募集し，実態を

把握する調査を行った。 

Ⅱ 方法 

１． 調査地 東京湾北部海岸地帯を構成する千葉市， 

習志野市，船橋市，市川市，浦安市の海岸地帯で海岸線

から内陸に向かって 8km 程度までの間。海岸線からお

おむね 2km までは臨海埋立地，おおむね 2km から 8km 

までは海抜約 20m の台地で，いずれも市街化が著しい。 

マツはクロマツが主体で，臨海部を除けば 100 本未満の

小樹林としての形態が多く，一部に並木，単木がある。 

2.．調査項目 調査は 2014 年 10 月～12 月および 

2016 年１月～2 月に，松くい虫被害の特徴である秋期に

集団枯死するマツ林を中心にして次の項目をロードセン

サス法により調査した。（1）マツの所在地および所有す

る施設；（2）マツ枯れの有無（並木，樹林の場合は見え

る範囲でおおよその枯死率を算出）。マツの個体数は 1

調査点で 1 本から 10000 本以上と幅が大きかったため，

結果はカ所数で表した。；（3）センチュウの確認 所有

者の許可が得られた枯死木からサンプルを採取し，マツ

材線虫病検査キットおよび検鏡によりセンチュウの確認

を行った。 

Ⅲ 調査結果 

1．マツの所在地および存在する施設 マツの所在カ

所は，2 年間の合計で，千葉市が 202 カ所，習志野市が

35 カ所，船橋市が 20 カ所，市川市 144 カ所，浦安市 71

カ所，合計 472 カ所であり，調査地全域に広く分布して

いた（表－1，図－1）。また，マツの存在する施設も多
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岐にわたっており，緑地・街路・川岸等が 118 カ所

（25.0％），公園等が 110 カ所（23.3％），公共施設・商

業施設が 76 カ所（16.1％），個人邸 48 カ所（10.2％），

幼稚園・小学校・中学校・高等学校が 46 カ所（9.6％），

工場等 40 カ所（8.5％），寺社等 20 カ所（4.2％），大学・

研究所等 14 カ所（3.0％）であった。 

2．マツ枯れの有無 マツ枯死木の見られた調査カ所

の割合は，2014 年度が全調査カ所数 308 カ所のうち樹

林・並木で28カ所，単木で2カ所，合計30カ所で9.7％，

また、2015 年度が 164 カ所のうち前者が 32 カ所，後者

が 1 カ所，合計 33 カ所で 19.5％であった。2 年間の平

均では 472 カ所中 63 カ所，13.3％となることから，枯

死木が見られるカ所は，この地域全体では少なく見積も

っても 10％程度はあるものと推定した（表－1，図―1）。 

 3．センチュウの確認 この地域は 1973 年にはすでに

センチュウの感染地域に入っている（1）。改めて稲毛の

浜，検見川浜，幕張の浜を取り囲む激害林分 10 カ所の

被害木 13 本について、マツ材線虫病検査キットによる

DNA検査を行ったところ13本すべての検体から陽性反

応，また，検鏡では 10 カ所 11 本の検体からセンチュウ

が検出された。したがって、上記の三つの浜のマツ林は

かなり危険な状態にあることがわかった（図－1）。  

 

Ⅳ まとめ 

 1．東京湾北部海岸地帯では，調査カ所の少なくても 

10％程度のところで枯死木が見られ，それが広く点在し 

ていることから，今後，松くい虫の被害が拡大する危険 

がある。また，稲毛の浜，検見川浜，幕張の浜の周辺に 

は激害林分が見られ，センチュウが確認されている。 

 2．この地域のマツは様々な施設に見られることから

その所有形態も様々で統一的な防除対策はなかなか取り

にくいと思われる。しかし、東京オリンピック・パラリ

ンピックを控えて，松くい虫被害を少しでもなくすため，

情報共有を目的とした横断的な組織作りが必要である。 

表－1 マツ枯死木が見られた調査カ所の割合 
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図－1 マツ林（樹林・並木）の所在地とマツ枯れ被害状況（枯死率） 

　　　　　　　　　枯死木のあったカ所数
行政区 調査カ所数 樹林・並木 単木 合計 ％

千葉市 202 36 2 38 18.8

習志野市 35 10 0 10 28.6

船橋市 20 4 0 4 20.0

市川市 144 6 1 7 4.9

浦安市 71 4 0 4 5.6

合計 472 60 3 63 13.3


